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「みんなのWELL-BEING」を目指して 2025 

鹿行教育事務所 所長  小沼千秋 

2025年がスタートしました。昨年は、各市教育委員会、各学校において、県教育委員会及び鹿行

教育事務所の諸事業にご理解とご協力をいただくとともに、創意工夫と特色ある教育活動の推進、学

力向上のための授業改善、児童生徒の健全育成等にご尽力いただき深く感謝申し上げます。本年も、

引き続き鹿行の教育のためにご尽力を賜りますようよろしくお願いします。 

さて、鹿行教育事務所では本年度「WELL-BEING（みんなの幸せの 

ために）」をスローガンとし、みんなが幸福感を享受できる学校づくりを目 

指しております。児童生徒には「楽しい授業と居場所づくり」を、先生方に 

は「働きがいと働きやすさ」を、そして地域の方々には「信頼できる学校」 

を実感してもらえるよう、【鹿行 ONE TEAM】でがんばりましょう。 

  本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

学校改善プランのまとめを 
年度当初に作成した学校改善プランのまとめの時期
になりました。学校改善プランは、学力向上推進プロジ
ェクト事業の一環として、「RPDCA サイクルによる教員
の授業づくりに生かしていくことにより、児童生徒の学
力の向上に資する」ことを目的としています。 

 

                                          

  

 

 

 

 

小学校における理科専科教員等による  
授業公開 

―モデル校鉾田市立大洋小学校の実践― 

令和６年 11月 22日（金） 

鉾田市立大洋小学校において、 

授業公開が参集・オンラインの 

ハイブリット型で行われました。 

大洋小学校では、表現力を 

高めるための学習指導の工夫 

をテーマに研究を行っており、 

理科においては授業者の前田明美教諭（理科専科教

員）が中心となって授業改善に取り組んでいます。公開

に至るまでに、「問題」に対する「まとめ」を導き出す過程

を重視した授業づくりや、手作り教材を活用するなどの

実践を行ってきました。公開授業においても、観察したも

のからその現象を捉え、自分の考えが表現できるよう、発

問や教材の工夫が見られました。  

 

※  12月 13日（金）～15日（日）に、兵庫県で行わ 

れた第 12回科学の甲子園ジュニア全国大会で、茨城 

県チームが優勝しました。第２回大会での初優勝、第５回  

大会での準優勝に続く快挙となりました。 

【観察をしている子どもたちの様子】 

※ 令和６年度学力向上推進プロジェクト事業に係る学校改善プラン実施要項より 

あるものが生み出されます。「ち
ょっと立ち止まって」「子どもたち
の顔を思い浮かべながら」「み
んなで」まとめてみてはいかが
でしょうか。 

この時期は、１年間の学校組織の取組について、どの
ような成果を挙げ、どのような課題が発見されたのかに
ついて、検証していただきたいと思います。 
そして、様式の最下段には、「Action【改善】年度内
に行う学力向上の手立て」への記載をお願いします。  
改善のアイディアについては、担任や研究主任、教務
主任、管理職等の立場により見え方が違ってくることを
生かし、検証結果や意見を共有することで、実効性の 

上記は、様式の一部です。 
全体の振り返りと併せて、ピンクの欄の記入をお願いいたします。 

令和６年度「学校改善プラ

ン（学校）」に係る説明動画

の URL はこちらです 

鹿島灘に昇る初日の出 
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